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コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
で
き
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
が
、
１
年
半
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
当
協
議
会
主
催
の

全
体
研
修
会
が
昨
年
12
月
17
日
に
障

害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
２
部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
佐さ

藤と
う

陽あ
き
ら

十
文
字
学
園
女

子
大
学
教
授
に
よ
る
「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ

き
、
第
２
部
で
は
、「
旧
優
生
保
護

法
一
時
金
支
給
法
」
に
つ
い
て
、
旧

優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
周
知
協

力
員
（
埼
玉
県
保
健
医
療
部
健
康
長

寿
課
所
管
）
田た

中な
か

一は
じ
め（
埼
玉
県
障
害

者
協
議
会
）
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

以
下
に
概
要
を
報
告
を
し
ま
す
。

１　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

①
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

と
は
…

・
働
く
機
会
や
周
り
の
人
や
社
会
と

関
わ
る

　
（
役
割
を
も
つ
）
こ
と
か
ら
生
き

が
い
を
得
ら
れ
る

・
自
分
を
知
っ
て
い
る
人
、
認
め
て

く
れ
る
人
、
承
認
欲
求
を
満
た
す

人
間
関
係
が
あ
る

・
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
自
分
を
生
か

し
た
り
、
人
と
集
え
る
空
間
（
居

場
所
）
が
あ
る

・
地
域
の
人
々
に
と
も
に
受
け
止
め

て
い
く
（
受
容
力
）
が
あ
る

➡

「
身
近
な
地
域
に
お
け
る
共
助
と

互
助
に
よ
る
支
え
あ
い
活
動
」

「
社
会
保
障
等
の
様
々
な
法
制
度

の
充
実
と
経
済
的
な
安
定
の
確
保
」

➡

②
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
「
支

え
合
う
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

・
人
は
「
助
け
る
」
の
は
い
い
け
ど

「
助
け
ら
れ
る
」
の
は
嫌
う
。
一

方
的
に
「
見
守
ら
れ
る
側
」
に
な

る
の
は
嫌
（
自
尊
感
情
を
損
な

う
）

・
支
え
合
う
に
は
、「
助
け
」「
助
け

ら
れ
」
の
お
互
い
さ
ま
の
関
係
作

り
が
必
要
。

・
人
は
、
人
の
役
に
立
て
る
と
実
感

で
き
れ
ば
自
己
肯
定
感
が
高
ま
り
、

免
疫
力
も
向
上
す
る
➡
➡
Ｗ
Ｉ
Ｔ

Ｈ
コ
ロ
ナ
で
は
感
染
予
防
を
し
て

社
会
参
加

③
人
を
幸
せ
に
す
る
に
は
何
が
必
要

か
？

・
１
９
３
８
年
か
ら
７
２
４
人
の
追
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会
　
代
表
理
事
　
田た

中な
か

　
一
は
じ
め

佐藤陽教授による講演

障害者交流センターホール
� にて全体研修会

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
１
年
半
ぶ
り
の
全
体
研
修
会
を
開
催
～
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跡
調
査
の
結
果
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ

ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
ガ
ー
教
授
（
ハ
ー

バ
ー
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
）

に
よ
れ
ば
、
人
を
幸
福
に
し
て
健

康
に
す
る
に
は
「
良
い
人
間
関

係
」
で
あ
る

・
家
族
、
友
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
、

周
り
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も

幸
せ
で
健
康
で
長
生
き
す
る
・
身

近
な
人
た
ち
と
の
関
係
の
質
が
重

要
で
あ
る

・
良
い
関
係
は
脳
を
守
る
➡
➡
身
近

な
地
域
で
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く

り２　
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
法
」
に
つ
い
て

①
優
生
保
護
法
と
は

・
優
性
上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子
孫

の
出
生
防
止
す
る
と
と
も
に
、
母

体
の
生
命
健
康
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
法
律

　
（
施
行
期
間
：
昭
和
23
年
９
月
11

日
～
平
成
８
年
９
月
25
日
）

・
第
４
条
（
本
人
同
意
不
要
）、
第

12
条
（
保
護
者
義
務
者
の
同
意
必

要
）に
基
ず
く
手
術
は
、本
人
の
同

意
な
く
障
害
者
等
に
対
し
生
殖
を

不
能
に
す
る
手
術
（
強
制
不
妊
手

術
）
を
実
施
で
き
る
こ
と
を
規
定

②
埼
玉
県
の
状
況

・
埼
玉
県
内
で
は
、
昭
和
24
年
か
ら

昭
和
56
年
ま
で
の
33
年
間
に
４
条

及
び
12
条
に
基
づ
く
手
術
が
行
わ

れ
て
い
た
。

　

特
に
昭
和
29
年
か
ら
昭
和
38
年
の

10
年
間
は
３
１
９
件
（
全
体
の

79
％
、
年
平
均
32
件
）
と
多
い
。

・
男
女
別
：
男
性　

１
６
４
名

（
43
・
７
％
）
女
性　

２
１
１
名

（
56
・
３
％
）

・
平
均
年
齢
：
審
査
時
28
・
８
歳　

現
在
93
・
９
歳

③
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
の

概
要

・
旧
優
生
保
護
法
の
施
行
期
間
中
、

遺
伝
性
疾
患
や
障
害
な
ど
を
理
由

に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
（
強

制
不
妊
手
術
）
を
受
け
た
方
に
国

が
一
時
金
を
支
払
い
ま
す
。（
平

成
31
年
４
月
24
日
に
法
施
行
）

・
対
象
と
な
る
方　

次
の
⑴
又
は
⑵

に
該
当
す
る
方
で
、
現
在
、
生
存

し
て
い
る
方

⑴　

昭
和
23
年
９
月
11
日
～
平
成
８

年
９
月
25
日
の
間
に
、
旧
優
生
保

護
法
に
基
づ
き
手
術
を
受
け
た
方

（
母
体
保
護
の
み
を
理
由
と
し
た

手
術
を
除
く
）

⑵　

⑴
の
ほ
か
、
同
じ
時
期
に
生
殖

を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線

の
照
射
を
受
け
た
方
（
治
療
を
目

的
と
す
る
、
優
性
思
想
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
い
手
術
な
ど
を
除

く
）

・
一
時
金
支
給
に
つ
い
て

一
時
金
受
給
権
は
該
当
す
る
方
か

ら
の
請
求
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
認
定
し
ま
す
。

認
定
さ
れ
る
と
、
一
時
金
と
し
て

320
万
円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

・
請
求
期
限

法
施
行
か
ら
５
年
以
内�

（
令
和
６

年
４
月
23
日
ま
で
）

・
埼
玉
県
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
受
付
・
相
談
窓
口

埼
玉
県
で
は
、
一
時
金
支
給
等
に

つ
い
て
の
請
求
受
付
や
相
談
に
応

じ
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

➡
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
：

　

０
４
８
―
８
３
１
―
２
７
７
７

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
土
・
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

➡
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
８
―
８
３
０
―
４
８
０
４

➡
専
用
メ
ー
ル
：

�a3570-12@
.pref.saitam

a.lg.jp

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害

の
あ
る
方
等
を
対
象
と
し
た
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
す
べ
て
（
０
４
８
）

８
２
２
―
１
４
０
６
で
す
。

相
談
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
祭
日
、年
末
年
始
を
除
く
）で
す
。

「
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

石い
し

田だ

　
和か
ず

保ほ

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
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●
権
利
擁
護
相
談

障
害
の
あ
る
方
や
認
知
症
高
齢
者

ご
本
人
や
ご
家
族
等
か
ら
の
生
活
上

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
専
門

的
な
相
談
機
関
を
ご
紹
介
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
（
予
約

制
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
連
絡
先
・
受
付
時
間
〉

（
０
４
８
）
８
２
２
―
１
２
０
４
・�

１
２
４
０

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
）

※
法
律
相
談
は
、
毎
週
水
曜
日
・
金

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

30
分
で
す
。

●
障
害
者
差
別
解
消
相
談

障
害
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

と
い
っ
た
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に

関
す
る
ご
相
談
は
地
域
に
お
け
る
理

解
の
促
進
が
不
可
欠
な
た
め
、
ま
ず

は
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ

て
い
る
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
連
絡
先
・
受
付
時
間
〉

（
０
４
８
）
８
２
２
―
１
２
９
７

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

●
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

障
害
の
あ
る
方
の
職
場
で
の
虐
待

に
つ
い
て
届
出
・
通
報
等
の
受
付
や

障
害
者
虐
待
に
関
す
る
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
市
町
村
で
は
、
養
護

者
・
施
設
従
事
者
・
職
場
で
の
虐
待

の
い
ず
れ
の
届
出
・
通
報
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。）

〈
連
絡
先
・
受
付
時
間
〉

（
０
４
８
）
８
２
２
―
１
２
９
７

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
）

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
、

さ
い
た
ま
市
は
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
さ
い
た
ま
）

障
害
や
認
知
症
に
よ
っ
て
判
断
能

力
が
十
分
で
は
な
い
人
を
対
象
に
、

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
本
人
が

契
約
を
交
わ
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
お
手
伝
い
や
そ
れ
に
伴
う
金

銭
管
理
、
通
帳
等
重
要
書
類
の
預
か

り
に
応
じ
ま
す
。
利
用
の
申
込
み
や

ご
相
談
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
本
会
で
は
制
度
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

ご
本
人
の
状
況
に
よ
っ
て
は
成
年
後

見
制
度
の
利
用
検
討
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
・
受
付
時
間
〉

（
０
４
８
）
８
２
２
―
１
１
９
４
・�

１
２
９
９

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
）

●
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

す
る
法
人
後
見
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
中
核
機
関
の
受
託
に
係
る
相

談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
も

応
じ
、
専
門
職
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
可

能
で
す
。

〈
連
絡
先
・
受
付
時
間
〉

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
同
じ
で

す
。気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
面
で

の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
が
、

可
能
な
限
り
事
前
に
ご
連
絡
の
上
ご

予
約
く
だ
さ
い
。
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昨
年
（
２
０
２
１
年
）、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
実
施
で
き

な
か
っ
た
交
流
会
と
作
品
展
が
や
っ

と
今
年
は
開
催
で
き
ま
し
た
。
地
元

川
越
の
家
族
会
の
皆
さ
ん
が
前
々
か

ら
会
場
を
確
保
し
、
実
施
ま
で
の
準

備
を
綿
密
に
考
え
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。精

神
障
害
者
と
家
族
に
よ
る

　
　
　
作
品
展
示
会 

寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
県
内
各
地
の

家
族
会
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
丹
精

込
め
て
製
作
し
た
も
の
ば
か
り
で
、

鑑
賞
に
訪
れ
た
方
々
か
ら
素
晴
ら
し

い
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
の
会
場
風
景
は
、
写
真
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

＊
交
通
の
便
が
良
い
。
静
か
に
ゆ

っ
く
り
楽
し
め
た
。

＊
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル

を
準
備
さ
れ
啓
発
に
努
め
て
い

る
点
、
良
か
っ
た
。

＊
一
生
懸
命
作
品
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

＊
い
ろ
い
ろ
な
思
い
や
世
界
観
が

あ
り
素
敵
で
し
た
。

＊
自
分
に
は
で
き
な
い
才
能
を
感

じ
ま
し
た
。

＊
当
事
者
も
含
め
家
族
の
方
々
が

一
体
と
な
っ
て
の
作
品
展
、
発

表
の
場
が
あ
れ
ば
作
者
も
や
り

が
い
が
出
て
く
る
し
、
同
じ
環

境
の
方
々
が
集
ま
る
場
が
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
家
族
会
の
存
続
も
大
変
な
地
域

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
催
し
が
地
域
の
垣
根

を
越
え
て
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

感
想
・
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

私
の
歩
ん
だ
道

埼
玉
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
　
会
長
　
一い
ち

之の

瀬せ　

昌ま
さ

明あ
き

…
…
自
立
生
活
交
流
と
作
品
展
示
会
を
終
え
て
…
…

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
。
親
と
し
て
は
、

期
待
し
す
ぎ
ず
待
つ
こ
と
、
責

め
な
い
こ
と
、
信
じ
る
こ
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。

　

親
自
身
が
当
事
者
に
目
を
む
け

す
ぎ
な
い
で
、
自
分
の
生
活
を

豊
か
に
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ち
な
み

に
我
が
家
の
息
子
は
デ
イ
ケ
ア

に
通
い
就
労
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
講
し
て
い
る
。
ま
じ

め
に
や
っ
て
い
る
が
自
分
な
り

の
自
信
が
持
て
な
い
よ
う
で
い

つ
も
悩
ん
で
い
る
状
況
。

＊
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
な
の
が

鑑
賞
さ

れ
た
後
の

ア
ン
ケ
ー

ト
に
は

様
々
な
ご

意
見
や
感

想
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
そ
の

中
か
ら
い

く
つ
か
紹

《
自
立
生
活
交
流
会
》

　
　
　
私
の
歩
ん
だ
道

交
流
会
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

樫
村
千
寛
さ
ん
を
は
じ
め
ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
２
名
、
当
事
者
７
人
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
「
リ
カ
バ
リ
ー
ス

ト
ー
リ
ー
」
が
語
ら
れ
、
会
場
の
皆

さ
ん
か
ら
も
質
問
や
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。�

当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

＊
当
事
者
は

仕
事
が
で

き
な
い
状

況
に
、
多

か
れ
少
な

か
れ
引
け

目
を
感
じ
、

早
く
働
け

る
よ
う
に

介
し
ま
す
。
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ま
し
た
。
５
月
頃
再
開
し
、
交
流
セ

ン
タ
ー
の
指
示
で
、
検
温
・
消
毒
・

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
対
策
を
し

た
上
で
、
定
員
の
半
数
と
言
う
条
件

で
、
再
開
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の

音
楽
室
の
定
員
は
20
人
で
す
の
で
、

10
人
し
か
入
れ
ま
せ
ん
。
指
揮
者
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
入
る
と
団
員
は
８
人

し
か
入
れ
ま
せ
ん
。
４
部
合
唱
を
す

る
時
は
、
各
パ
ー
ト
２
人
づ
つ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
さ

い
た
ま
市
内
の
公
民
館
な
ど
の
練
習

会
場
も
探
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

見
つ
か
ら
な
い
時
は
、
前
半
・
後
半

に
分
け
て
、
２
部
練
習
と
し
ま
し
た
。

近
く
か
ら
の
参
加
者
に
は
頭
を
下
げ

て
お
帰
り
い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
状
況
で
、
今
年
度
は
、
４

月
５
月
10
月
、
そ
し
て
２
月
の
練
習

コ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
団
長
　
金か
ね

子こ　

正
し
ょ
う

次じ

郎ろ
う

コ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
県
内
の

視
覚
障
害
者
と
晴
眼
者
が
一
緒
に
歌

う
混
声
の
合
唱
団
で
す
。

月
に
１
度
主
に
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
の
音
楽
室
を
お
借
り
し
て
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
結
成
は
１
９
７
３

年
で
す
の
で
、
来
年
は
50
周
年
で
す
。

50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
ざ
し

て
猛
練
習
、
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
下
で
、
練
習
は

一
向
に
進
み
ま
せ
ん
。

が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
の
10
月
に
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ル
が
お
借
り
で
き
た
の
で
、
さ
さ
や

か
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
計
画
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
お

客
様
の
前
で
歌
う
機
会
が
、
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
主
に

口
コ
ミ
で
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
、

練
習
の
成
果
を
聞
い
て
い
た
だ
こ
う

と
言
う
企
画
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
蔓

延
防
止
対
策
で
、
歌
う
こ
と
は
禁
止

と
な
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
も
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

２
月
中
に
は
、
団
員
の
多
く
が
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ

そ
う
で
す
。
３
月
以
後
の
活
動
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、

合
唱
教
室
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

病
気
の
特
徴
な
の
に
、
発
表
者

の
方
た
ち
の
勇
気
に
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

親
の
立
場
で
子
（
当
事
者
）
の

自
立
し
た
い
気
持
ち
を
危
な
い

か
ら
と
抑
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
？
と
反
省
の
気
持
ち
に
な

り
、
発
見
で
し
た
。

＊
就
職
に
た
ど
り
着
い
た
方
、
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
の
方
も
い
ら
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
で
す
。
当
事
者
の
会
、

こ
う
い
う
ピ
ア
活
動
が
あ
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
っ
て
い
る

今
ど
き
の
あ
り
方
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

確
か
一
昨
年
の
２
月
の
練
習
の
時

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
話
が
出
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

後
は
練
習
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い

企
画
し
て

お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気

軽
に
参
加

し
て
い
た

だ
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
合
唱
練
習

コ
ロ
ナ
下
で
の
合
唱
練
習

業
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
、

ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
し
た
が
、

三
密
防
止
や
い
ろ
い
ろ
な
制
約
の
中

で
埼
玉
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
事
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そ
の
言
葉
を
耳
に
す
る
頻
度
か
ら
、

も
し
や
自
分
も
と
思
わ
せ
る
発
達
障

害
。
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
ど
の

症
状
と
言
わ
れ
る
と
誰
で
も
可
能
性

が
あ
る
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

有
名
人
が
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
周

知
が
加
速
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
発
達
障
害
の
知
ら
れ
て

い
な
い
側
面
に
過
眠
症
と
の
併
発
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
発
達
障
害
の
治
療
薬
に
よ

り
出
て
し
ま
う
眠
気
と
は
別
の
話
で

す
。
関
連
に
つ
い
て
は
原
因
不
明
で

す
が
、
発
達
障
害
で
過
眠
症
を
併
発

さ
れ
て
い
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
発
達
障
害
の
治
療
薬
に
よ
る
眠

気
が
あ
り
、
過
眠
症
の
眠
気
に
追
い

打
ち
を
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
過
眠

症
の
専
門
医
は
極
端
に
少
な
く
、
発

達
障
害
と
過
眠
症
の
両
方
に
知
見
の

あ
る
医
者
は
本
当
に
少
な
い
と
思
い

ま
す
。

今
回
は
埼
玉
県
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
過
眠
症
患
者
協
会
」
に
共
催

い
た
だ
き
、
発
達
障
害
関
連
過
眠
症

に
詳
し
い
駒こ

木ま
き

野の

病
院
医
師
の
岩い
わ

垂だ
れ

喜よ
し

貴た
か

先
生
に
医
療
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
岩
垂
先
生
に
よ
る
と

睡
眠
障
害
に
よ
る
国
内
の
社
会
損
失

は
大
き
く
、
３
兆
４
千
億
円
に
も
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
仕
事
で
の
ミ
ス
や
人
材
の

損
失
に
繋
が
り
ま
す
。
小
児
期
で
も

睡
眠
障
害
は
10
％
程
度
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
子
ど
も
は
世

界
で
も
睡
眠
時
間
が
短
い
と
言
わ
れ

寝
不
足
が
生
ま
れ
、
寝
不
足
と
の
見

分
け
が
つ
け
辛
く
睡
眠
障
害
の
発
見

が
さ
ら
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

精
神
障
害
と
過
眠
症
の
共
通
す
る

問
題
点
と
し
て
診
断
が
遅
れ
る
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
過
眠
症
で

言
え
ば
日
中
の
眠
気
や
、
朝
起
き
ら

れ
な
い
起
床
困
難
は
、
学
生
の
う
ち

に
誰
も
が
経
験
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

発
達
障
害
で
い
え
ば
忘
れ
物
が
多

い
不
注
意
や
、
落
ち
着
き
が
な
い
多

動
性
で
す
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
学

生
の
う
ち
は
な
ん
と
か
な
っ
て
い
て

も
、
社
会
人
に
な
り
怒
ら
れ
る
だ
け

で
は
済
ま
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
症

状
が
病
気
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
疑
う
考
え
が
大
事
だ
な

と
私
は
考
え
ま
す
。

発
達
障
害
と
過
眠
症
は
と
も
に
入

口
は
精
神
科
で
す
。
ど
ち
ら
も
診
断

に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
の
思
い
出

が
い
ざ
と
う
時
に
役
に
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
心
に
刻
ん
で
お
き
ま
し
ょ�

う
。

一
般
社
団
法
人
　
埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議
会
　
事
務
局

�

相
談
員
　
石い
し

橋ば
し　

優ゆ
う

輝き

発達障害

過眠症
と

そ
の
眠
気
は
ど
ち
ら
か
ら
？
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２
月
７
日
最
高
裁
判
所
第
２
小
法

廷
で
、
い
わ
ゆ
る
あ
は
き
法
19
条
裁

判
の
判
決
言
い
渡
し
が
な
さ
れ
ま
し

た
。菅か

ん

野の

博ひ
ろ

之ゆ
き

裁
判
長
の
言
い
渡
し
た

主
文
は
、「
原
告
人
の
上
告
を
棄
却

す
る
。
上
告
費
用
は
、
原
告
人
の
負

担
と
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

国
の
勝
訴
で
あ
り
、
私
た
ち
が
望

ん
で
い
た
判
決
で
す
。

あ
は
き
法
と
は
、
按
摩
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
・
指
圧
師
、
鍼
師
、
灸
師
等
に

関
す
る
法
律
を
そ
の
頭
文
字
で
表
現

し
た
略
称
で
す
。

あ
は
き
法
19
条
は
、
視
覚
障
害
者

の
按
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師

（
以
下
、
あ
マ
指
師
と
い
う
。）
の
職

域
優
先
を
定
め
た
条
項
で
す
。

す
な
わ
ち
、
視
覚
に
障
害
を
有
し

な
い
も
の
を
教
育
対
象
と
し
た
学
校
、

養
成
施
設
の
認
可
と
定
員
の
増
加
を

認
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て

い
る
の
で
す
。

あ
は
き
法
19
条
裁
判
と
は
、
視
覚

に
障
害
を
有
し
な
い
も
の
（
以
下
、

晴
眼
者
と
い
う
。）
の
鍼
師
、
灸
師

を
養
成
し
て
い
る
学
校
法
人
Ｈ
医
療

学
園
グ
ル
ー
プ
の
あ
マ
指
師
養
成
課

程
認
可
申
請
を
国
が
非
認
定
処
分
と

し
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
国
を
相

手
取
っ
て
提
訴
し
た
も
の
で
す
。

視
覚
障
害
者
の
職
域
優
先
を
定
め

た
あ
は
き
法
19
条
は
、
憲
法
第
22
条

１
項
の
「
職
業
選
択
の
自
由
」
に
反

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
の
非
認
定

処
分
は
無
効
だ
と
の
主
張
で
す
。

あ
は
き
業
は
、
視
覚
障
害
者
の
専

業
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
こ
の
業
界

で
視
覚
障
害
者
は
少
数
派
で
す
。
鍼

師
、
灸
師
は
全
体
の
１
割
弱
、
あ
マ

指
師
も
２
割
り
程
度
で
す
。

私
た
ち
視
覚
障
害
あ
は
き
師
は
、

晴
眼
あ
は
き
師
を
敵
と
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
19
条

当
分
の
間
、
文
部
科
学
大
臣
ま
た

は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
按
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
師
の
総
数
の
内
に
視

覚
障
害
者
以
外
の
も
の
が
占
め
る
割

合
、
按
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師

に
係
る
学
校
ま
た
は
養
成
施
設
に
お

い
て
教
育
し
、
ま
た
は
養
成
し
て
い

る
生
徒
の
総
数
の
内
に
視
覚
障
害
者

以
外
の
も
の
が
占
め
る
割
合
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
、
視
覚
障
害
者

で
あ
る
按
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

師
の
生
計
の
維
持
が
著
し
く
困
難
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
時
は
、
按
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
師
に
係
る
学
校
ま
た

は
養
成
施
設
で
視
覚
障
害
者
以
外
の

も
の
を
教
育
し
、
ま
た
は
養
成
す
る

も
の
に
つ
い
て
の
第
２
条
第
１
項
の

認
定
ま
た
は
そ
の
生
徒
の
定
員
の
増

加
に
つ
い
て
の
同
条
第
３
項
の
承
認

を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
機
動
力
・
事
務
力
に
お

い
て
優
位
な
晴
眼
者
の
増
加
は
、
私

た
ち
の
営
業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

あ
は
き
法
19
条
裁
判

埼
玉
視
覚
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
会
　
事
務
局
長
　
平ひ
ら

野の　

力り
き

三ぞ
う
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＜賛助会員加入のお願い＞
埼玉県障害者協議会の目的に賛同しご協力頂ける、個人及び団体を募集しております。
賛助会員には年８回の会報の送付、各種研修会・講演会などのご案内を送付いたします。賛助
会員の会費は、年一口2,000円です。入会をご希望の方は、下記の口座へお振り込み下さい。

＜郵便振替＞【口座番号】00130-9-673233
【口座名称】特

とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

　埼
さい

玉
たま

県
けん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 ▼つつましい暮らしが、突然、土足で踏み込まれ戦場化してしまったウクライナ。
プーチン・ロシアの気は確かかと。一瞬にして戦火に包まれるウクライナ。
まるで TV ドラマのようだ。▼差別や偏見の荒野を耕し続ける障害者たち。一刻も早く春が来るように。平和が
くるように願わずにはいられない。 （國松）

編集後記

一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会は、すべ
ての人にスポーツを楽しんでほしい。「競技」だ
けでなく、日常的に取り組めるスポーツ活動を応
援したい。をスローガンに日々活動しています。
障がいがあるなしにかかわらず、健康で元気に生
活するために、スポーツの持つ様々な要素・スポ
ーツの力が必要です。今後とも、埼玉県障害者協
議会同様ご支援ご協力をお願いいたします。

一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会

賛助会員加入のコーナー 私たちは、埼玉県障害者協議会の活動を応援しています

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
７
月
Ｈ

医
療
学
園
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
施
設

の
あ
る
地
域
の
裁
判
所
（
仙
台
、
東

京
、
大
阪
）
に
提
訴
し
ま
し
た
。

被
告
で
あ
る
国
の
反
論
は
、
次
の

通
り
で
す
。

視
覚
障
害
者
の
生
計
は
、
あ
は
き

業
と
り
わ
け
あ
マ
指
業
に
大
き
く
依

存
し
て
お
り
、
１
９
６
４
（
昭
和

39
）
年
の
立
法
事
実
は
今
も
存
在
し

て
い
る
。

晴
眼
者
を
養
成
の
対
象
と
す
る
あ

マ
指
師
養
成
施
設
も
存
在
し
て
お
り
、

19
条
に
よ
る
制
限
は
限
定
的
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
条
が
公
共
の
福
祉
に
著

し
く
反
す
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
あ
は
き
法
19
条
は
、
合
憲
で

あ
る
。

同
年
11
月
に
は
、
関
係
団
体
に
よ

る
連
絡
会
も
結
成
さ
れ
、
あ
は
き
法

19
条
を
守
る
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
公
正
裁
判
を
求
め
る
署
名
運

動
、
傍
聴
活
動
、
あ
は
き
の
情
勢
に

関
わ
る
学
習
会
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

仙
台
・
東
京
・
大
阪
の
地
裁
・
高

裁
と
も
、
国
の
勝
訴
で
、
戦
い
の
場

は
、
最
高
裁
に
移
り
ま
し
た
。

結
果
、
冒
頭
の
判
決
へ
と
至
っ
た

し
だ
い
で
す
。

法
廷
に
お
い
て
あ
は
き
法
19
条
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
マ
指
師
養
成
課
程
を

持
つ
養
成
施
設
の
経
営
に
、
意
欲
を

燃
や
す
学
校
法
人
は
多
数
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
新
手
の
動
き
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
視
覚
障
害
者
の
職
域

維
持
の
た
め
に
、
今
後
も
学
習
と
運

動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。


